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１
０
０
歳
、
白
寿
、
米
寿
、
喜
寿
を

迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん
へ
、
町
か
ら
祝
品

を
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。
今
年
度
、
白

寿
を
迎
え
ら
れ
た
３
名
、
米
寿
を
迎
え

ら
れ
た
44
名
、
喜
寿
を
迎
え
ら
れ
た
97

名
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
世
帯
を
訪

れ
、
祝
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ
た
、

橘
井
キ
ヌ
子
さ
ん
（
永
代
町
）、
縄
い
は

の
さ
ん
（
富
武
士
）
に
は
、
祝
金
も
贈

ら
れ
ま
し
た
。

ご
長
寿

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

▼
平
成
21
年
度　

敬
老
祝

100 歳 祝　橘井キヌ子 さん（永代町）

100 歳 祝　縄いはの さん（富武士）
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陸
上
自
衛
隊
第
25
普
通
科
連
隊
（
遠

軽
駐
屯
地
）
隊
員
の
皆
さ
ん
に
よ
る
災

害
訓
練
が
武
道
館
・
温
水
プ
ー
ル
駐
車

場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、
災
害
発
生
に
よ
り
建
物
が

倒
壊
、
倒
壊
家
屋
に
取
り
残
さ
れ
た
負

傷
者
を
救
助
す
る
た
め
、
ヘ
リ
に
よ
る

人
命
救
助
が
要
請
さ
れ
た
と
い
う
想
定

で
行
わ
れ
、
エ
ン
ジ
ン
カ
ッ
タ
ー
を
使

用
し
、
倒
壊
家
屋
か
ら
負
傷
者
を
救
助

す
る
と
、
ホ
バ
ー
リ
ン
グ
し
て
い
る
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
か
ら
隊
員
が
降
下
し
、
負

傷
者
を
ヘ
リ
に
収
容
し
ま
し
た
。
訪
れ

た
多
く
の
見
学
者
か
ら
、
迅
速
か
つ
的

確
な
救
助
活
動
に
、
大
き
な
拍
手
が
お

こ
っ
て
い
ま
し
た
。

　　　災害時を想定し、被災者の救助
▼陸上自衛隊（遠軽駐屯地）　災害訓練

▼
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ  

ザ  

交
通
事
故
（
Ｈ
20
）

　

見
て
わ
た
ろ
う

　
　
　

青
で
も
危
な
い

　
　
　
　
　
　
　

交
差
点

　

佐
呂
間
中
学
校
１
年

　
　
　
　
　
　

池　

田　

健　

人

▼
交
通
事
故
発
生
状
況

　
（
平
成
21
年
８
月
末
）

　

発
生　

10
件
（
＋
２
件
）

　

死
亡　

０
人
（
±
０
人
）

　

傷
者　

14
人
（
＋
４
人
）

　
（　

）
内
は
前
年
比

　

発
生
件
数
は
人
身
事
故
の
件
数

▼
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
運
動

　

２
８
５
日
（
９
／
25
現
在
）

　自転車利用中

●「止まれ」標識があっ

　たら必ず一時停止を！

●車が出てきそうなとこ

　ろでは徐行を！

●進路変更するときは後

　方を確認！

　自動車運転中

●自宅近くの交差点では

　安全確認を忘れずに！

●右折するときは対向車

　が途切れるまで待つ！

●眠気や疲れを感じたら

　仮眠や休憩を！
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今
年
の
４
月
か
ら
豚
に
由
来
す
る
「
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
が
テ
レ
ビ
や
新
聞

等
で
騒
が
れ
て
い
ま
す
。
従
来
、
鳥
同
士
、

豚
同
士
で
感
染
し
て
お
り
、
人
に
は
感
染

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
人

に
も
感
染
し
て
し
ま
う
形
に
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
が
変
形
し
て
し
ま
い
、
人

か
ら
人
へ
と
容
易
に
感
染
し
て
し
ま
う
よ

う
に
な
っ
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
「
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
と
い
い
ま
す
。

　
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
は
、
い
っ
た

ん
発
生
す
る
と
、
１
〜
２
年
間
大
流
行
し

て
国
民
の
７
割
程
度
の
人
が
感
染
し
て
免

疫
を
持
つ
よ
う
に
な
る
と
「
季
節
性
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
」
と
し
て
、
次
の
「
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
が
出
て
く
る
ま
で
、
毎

年
流
行
し
続
け
る
よ
う
に
な
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
過
去
に
も
繰
り
返
し
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
（
香
港
か
ぜ
・
ス
ペ
イ
ン
か

ぜ
等
）
は
発
生
し
て
い
ま
す
が
、
過
去
の

感
染
や
予
防
接
種
に
よ
っ
て
、
現
在
は
、

ほ
と
ん
ど
の
人
が
こ
の
ウ
イ
ル
ス
に
対
し

て
基
礎
免
疫
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
病
状

が
重
症
化
す
る
こ
と
は
少
な
く
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。
今
回
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
も
同
様
に
、
今
後
、
季
節
性
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
と
な
る
の
か
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

自
分
が
も
し
感
染
し
て
し
ま
っ
た
場
合

は
、
ど
ん
な
影
響
が
あ
る
の
か
を
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

　

自
分
の
家
族
や
職
場
に
呼
吸
器
疾
患
や

心
疾
患
と
い
っ
た
基
礎
疾
患
の
あ
る
人
や
、

お
年
寄
り
、
赤
ち
ゃ
ん
、
妊
婦
さ
ん
は
い

な
い
で
し
ょ
う
か
？
多
く
の
患
者
が
入
院

を
必
要
と
せ
ず
に
回
復
し
て
い
る
と
は
い

え
、
妊
婦
さ
ん
や
持
病
を
抱
え
た
方
な
ど

は
特
に
肺
炎
な
ど
の
合
併
症
を
併
発
し
た

り
、
慢
性
疾
患
が
悪
化
す
る
な
ど
、
重
症

化
の
可
能
性
が
高
く
な
る
と
も
言
わ
れ
て

お
り
、
周
り
の
人
に
与
え
る
感
染
の
影
響

力
は
大
き
く
、
自
分
だ
け
の
問
題
で
は
な

く
な
り
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
か
ら
身
を
守
り
感
染

を
広
げ
な
い
た
め
に
も
、
日
頃
か
ら
〝
予

防
を
心
が
け
る
〞
と
い
う
事
が
特
に
大
切

に
な
る
事
を
ご
理
解
い
た
だ
け
た
で
し
ょ

う
か
。

　

万
が
一
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ

て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
３
つ
の
「
Ｕ
」
を

実
行
し
て
く
だ
さ
い
。
生
活
に
支
障
を
き

た
さ
な
い
た
め
に
は
予
防
行
動
が
と
て
も

大
切
で
す
。

　

予
防
の
手
段
の
一
つ
と
し
て
、
流
行

前
の
「
予
防
接
種
」
が
効
果
的
で
す
。

　

通
常
の
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ

ク
チ
ン
は
、
流
行
す
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
種
類
が
数
種
類
あ
り
、
そ
の
中
で

も
い
く
つ
か
の
タ
イ
プ
に
分
か
れ
て
い

る
た
め
予
防
接
種
で
１
０
０
％
予
防
す

る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
が
、
も
し
感
染
・

発
症
し
て
も
症
状
の
重
症
化
を
防
ぐ
効

果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
接
種
後
の
効
果
が
有
効
と
さ
れ
る

期
間
は
数
か
月
と
言
わ
れ
て
い
る
た
め
、

毎
年
流
行
時
期
の
前
に
接
種
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
も
「
季
節
性

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
も
予
防
行
動
は
基
本

的
に
同
じ
で
す
。

　

特
に
今
回
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

場
合
は
、
呼
吸
器
感
染
が
多
い
と
報
告
さ

れ
て
お
り
、
症
状
は
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ

　つの

　　とは･･･

 うごかない
 うつさない
 うつらない

です。

ン
ザ
と
同
様
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
手
洗
い
や
、
う
が
い
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
う
が
い
は
徹
底
し
て

行
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

同
居
し
て
い
る
家
族
へ
の
感
染
を
確
実

に
予
防
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
が
、
な
る

べ
く
感
染
し
な
い
よ
う
に
前
述
の
３
つ
の

「
Ｕ
」
を
実
行
し
、
心
が
け
る
こ
と
が
大
切

と
な
り
、
家
族
の
協
力
体
制
も
必
要
で
す
。

　
　
　
　
　

現
在
の
と
こ
ろ
、
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
が
広
く
流
行
し
、
感
染
が
広

範
囲
に
広
が
っ
た
場
合
に
は
、
重
症
者
の

治
療
が
優
先
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
た
め
、

軽
症
の
人
は
適
切
な
治
療
を
受
け
た
う
え

で
、
基
本
的
に
自
宅
で
療
養
す
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。
発
熱
が
あ
り
医
療
機
関
を
受

診
す
る
際
に
は
、
必
ず
事
前
に
受
診
を
希

望
す
る
医
療
機
関
に
問
い
合
わ
せ
を
し
て

か
ら
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
医
療
機
関
に
は

生
命
に
関
わ
る
救
急
の
患
者
さ
ん
な
ど
、

通
常
の
医
療
を
必
要
と
し
て
い
る
患
者
さ

ん
が
大
勢
い
ま
す
。
軽
症
の
場
合
は
、
不

要
不
急
の
受
診
は
極
力
控
え
、
医
療
機
関

の
機
能
の
確
保
に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【患者さんご本人】

　咳エチケットを守る。　手をこまめに洗う。　処方され

たお薬は指示通り最後まで服用する。　水分補給と十分な

睡眠を心がける。

【患者さんのご家族】

　患者の看護をしたとき等、接したあとは手をこまめに洗

う。　可能であれば、患者さんと別の部屋で過ごす。　患

者と接するときは、なるべくマスクを着用する。

●自分の身の回りの感染危険度をチェック

　環境的に乾燥している

　インフルエンザウイルスは乾燥している場所が大好き

で、部屋等の自分が過ごしている場所が乾燥しているとた

くさん仲間を増やします。季節性インフルエンザが 11 月

頃から流行する理由も頷けると思います。

　人が集まるところ

　たくさんの人が集まるところは感染しやすい空間となり

ます。人の集まるところでは感染しないようにマスク着用

や事前に手指消毒する等して自分自身も感染源にならない

ように努めましょう。

　　　ンフルエンザに関する情報は日々変わってきていま

　　　すので、今後も新聞やテレビ等の最新の動向に注目

し、自分達の行動で周りに及ぼす影響や出来る事について

考え予防行動に役立ててください。

 お知らせ インフルエンザが流行する時期は、家庭訪問や

事業の際にはスタッフがマスクを着用させていただく場合

がありますので、ご了承願います。

子
宮
が
ん
乳
が
ん
検
診
の
ご
案
内

　

佐
呂
間
町
で
は
、
11
月
25
日
（
水
）

に
子
宮
が
ん
、
乳
が
ん
検
診
の
実
施

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

受
診
を
希
望
す
る
方
は
、
保
健
福

祉
課 

保
健
推
進
係(

℡
２
・
１
２
１
２
）

に
、
10
月
26
日
（
月
）
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　10 月になり、風も冷たい季節と

なりました。

　今回は世間を騒がせている「新

型インフルエンザ」と、この先 11

月頃から春先まで心配な「季節性

インフルエンザ」の予防について

考えていきたいと思います。


